
                                    

 

 

 

 

 

キラリと光った５年生のチームワーク！自然体験教室を終えて！ 

６月２３日（火）～24日（水）、５年生が楽しみにしていた妙高での自然体験教室が無事に終了しまし
た。１日目の夜、突然の雨でキャンプファイヤーを室内でのキャンドルセレモニーに変更しました。大自然で

の２日間。子どもたちのキラリと光る素敵な姿がたくさん見られましたので、その一部を紹介します。 

「自分で考え、仲間と協力して、最後までやり抜く」。そんな５年生の良さがぎゅっと詰まった大成功の自
然体験教室でした。この経験を自信に変えて、これからの高学年としての学校生活も、みんなで手を携えて

進んでいってほしいと思います。 

１．「自立」に向けた頼もしい行動！ 
次の活動開始時刻を意識して行動する姿、そして、分からないことがあってもすぐに「先生、これどうす
るの？」と尋ねるのではなく、自分で「しおり」を見て確認したり考えたりする姿が頼もしかったです。 
２．テキパキ進む後片付け！ 
食事会場やお風呂場・脱衣場、キャンドルセレモニー後や宿泊部屋を出る際、使った場所を元通りにす
る「片付けの早さ」に感動しました。面倒くさがらずにみんなでサッと動くチームワークは満点でした。 
３．困っている友達を見逃さない優しさ！ 
荷物が多い友達を手伝ったり、妙高アドベンチャーでうまくできない仲間に「大丈夫？一緒にやろう」
などと手を差し伸べたりする姿が、何度も見られました。 



みなみっ子アルバム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月後半～８月の主な行事予定等 
７月２４日（金）１学期終業式 給食後下校 

２５日（土）夏季休業（８月２７日まで） 

８月１０日（月）学校閉庁日（無人化） 

１１日（火）祝 山の日 

１２日（水）～１４日（金）学校閉庁日（無人化） 

２８日（金）２学期始業式 全校３限 給食なし 

３１日（月）普通授業 身体測定（１・２・３年） 

６／１２（金）児童引き渡し訓練 
「大きな地震により通学路に危険が生じ、子どもたちだけで安全に下校させ 
られない」という想定で行いました。子どもたちは体育館に地区ごとに整列して 

います。そこへお家の方が続々と迎えに来てくださいました。お家の方は地区担 
当の職員に名前を告げると、職員がお子さんを呼び出し、「この方は誰ですか」 
などと問い掛けます。子どもたちは恥ずかしそうな、照れくさそうな、そして嬉しそ 
うな表情で「お母さんです」などと答えてくれました。今年初めて参加されたお家の方もいるでしょうし、異
動してきた職員の中にはこのやり方を初めて経験した、という者もおります。いざというときのために訓練
は大切です。ご多用の中、ご参加いただきました保護者の皆様、大変ありがとうございました。 

６／１１（木）「読み聞かせ」スタート！ 
今年度の「読み聞かせ」がスタートしました。ボランティアの皆さんは「どの本 
がいいか選ぶのも楽しい」「大阪弁を練習してきました」「どっちを先に読んで 
あげようかな」「（おもしろいから）他の学年にも読んであげたい」「集中して聴 
いてくれて嬉しい」など抱いている思いや感想を話してくださいました。朝のわず 
か１０分間ですが、子どもたちを絵本の世界に導き、想像力を育ててくださって 
います。来週からは毎週木曜日の朝読書の時間に、３つの学年（１・３・５年と２・４・６年）ずつ交互に読み
聞かせをしてくださいます。今年度もよろしくお願いいたします。 

６／１７（水）全校体力テスト 
全学年が８種目の体力測定をしました。「５０ｍ走」 
「２０ｍシャトルラン」「握力」「ソフトボール投げ」は 
各学年で体育の時間に測定しました。この日はそれ 
以外の担任一人では測定しにくい４種目「長座体前 

屈」「上体起こし」「反復横跳び」「立ち幅跳び」を 
測定しました。子どもたちは、縦割班の「ふたば班」でまとまって測定場所に移動します。６年生は下の学
年の子どもたちの世話をしてくれました。コツを教えアドバイスを送ったり、回数を数えてあげたり、記録用
紙に書いてあげたりしました。時には「去年より記録が下がった～」と悲しむ子を慰めたり励ましたりしてく
れました。体力を正確に測定しつつ、良好な人間関係を作るために、ケースバイケースでどんな言葉掛け
をすべきか考え、実践する６年生は格好良かったですし、ありがたかったです。 

６／１８（木）児童集会 
ふたば委員会の子どもたちが、全校児童をもっと 
仲よくするためにゲームを考えました。縦割り班ごと 
にお題が出されて、それを言葉を使わずに体の動き 

だけで伝えていく「ジェスチャーゲーム」です。ふたば 
委員会の子どもたちが最初にステージ上で手本を 
見せてくれたのですが、答えがなかなか伝わらずに困ってしまい、全校が思わず笑ってしまいました。実際
のゲームでは首をかしげる子もいれば、「分かった」と自信満々に次の人にジェスチャーを伝える子もいま
した。この手法は「構成的グループエンカウンター」と言われるもので、良好な人間関係をつくるのに有効
と言われています。様々なエクササイズをした後に、みんなで感想を言い合ってシェアリングすることで思
いを共有できます。今年度は、全校でのエンカウンターを多く取り入れていこうと考えています。 



 


